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Abstract: Reccntly， it has bcen observcd that the young plantations of 

]apanese ccdl甘くCり!ttoηleriaJapollica) and ]apancse cypressくωCI

suJfc目rcdfroD1 thc cold damagc in 01.1山rPrcfcctu山rc. 111 the spring of 1961， this 

damagc W3S found to be so heavy that a11 attcmpt was madc to makc clcar under 

¥¥'hat environmental conditions the damages Qccur 

The colcl damages .wcrc rccognizcd in almost a11 the areas inもhisPrcfccturc， 

thcy _wcrc obscrved at about節目 standsand amounted to about 1. 7 million in 

tree number. It was apparent that the younger the tree age thc hcavicr thc 

damage. The perccntagc was higher in thc continental clima tic region such as 

Kofu basin than in the comparatively oceanic climatic regions such as Kajika-

za wa and Otsuki 

¥'Vith rcspcct to the environmentaI conditions， it was recognized that thc 

rcIativeIy severe damage occurred over the lands 600m above the sea level which 

are no1'(h exposure and stccpcr than 300 in inclination. 

From the practical point of view， it is ncccssary to pay much attcntion upon 

thc cnvironmcnt factors such as the exposure and inclination whcn Cr. jatonica 

as well as Ch. obtusa arc planncd to be planted on the slope over 700m in 

altitude， as far as our obscrvation is concerncd in this Prefecture. In addition， 

it shoud bc noticed that severc damage may Qccur on the steep northern slope 

over lOOOm above the sea lcvel， then some other specics more resIstant to coldncss 

sllch as ]apanese larch， ]apanese pine and fir arc rccommendable 

要 旨 山梨県では最近 2，3年の聞にスギ，ヒノキの幼令造林地において，冬から

春にかけての寒害がおおくみられた。そこで.1961年の被害の発生状況をアジケ[トし

検討Lてみた。

全体の被告の件数は 850件で，その本数l土170万本におよんだ。I!fj種)}IJの被害本数は
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λギにくらべ，ヒノキのほうがおおく，林令では若し、ほど彼害~がたかL、傾向をしめし

た。地域別にみると内陸的な気候をもっ甲府盆地がたかし比較的海洋性をおびた鰍沢

や大月はひくかった。

立地との関係では方位にもっともはっきりした傾向がみられ，南i同斜匝iより北偏斜面

のほうがはるかに被害件数のおおいことがみとめられた。標高では 600m内外から被害

がではじめ， 1100mをこえると激害をうけるようだ。 また傾斜度では緩斜地にくらべ

急斜地のほうが被害件数がおおいようである。

従って，山梨県下では標高が 600m以上の旦ギ，ヒノキの造林に際、Lては，その林地

の方位と傾斜度とを考える必要があり，また.1000 m 以上の北偏斜面では相当に被害

がでるものと考えられた。

ま え が き

山梨県では，この数年間にλギ，ヒノキのがJ令造林地におし、て，冬から春にかけての寒さによる被

害がおおくみられ，その対策がIllJ題になっている。

従来，低iFmによる凍害あるいは生長開始期における晩霜害については幾多の報告があるが1)2m，山

梨県における寒害と立地との関連性を究明している報告はすくないようだ。

そこで，まず被'吉の実態を把握し，今後の調査の基礎資料に Fるため，造林事業に直接たづきわっ

ているところからアンケ戸トを求め，主に寒害と立地について検討してみた。その緩i過品を報告すると

ともに今f後圭の謁査にもf協品力をお厚願兵応L

なお，この調査を r-rめるにあたり，いろいろ御指導いただいた前山梨県林業試験場長，高僑清氏

および各林務事務所，営林署ならびに各水i田林事務所の方々にi京く謝意を表する。

調査の方法

県下にある 6カ所の各林務事務所および甲府営林署ならひ。lこ東京都，横浜市，甲府市の各水源林事

務所の計10カ所に対して.1961年度の県干に発生した幼令林の寒害についての調去を依頼した。 しら

べたのは標IfS，方位，傾斜度など被'占地の立地条作に重点をおいた。

村I損率が木数比率で 10%以上のところを対象にしたが，集まった被害件数は 862件であった。樹

種としてはスギ，ヒノキ，アカマツ，カラマヅ，モミ vヲベの 6種であるが，そのうちスキ，ヒノ

キが 850 件で 9~ 以上をLめていたので，とこではスギ，ヒノキの寒害に限定して検討した。

推定気温はアンケートより求めた標高，方位，傾斜度をもちい.j[ IJmの推定年平均気温表4)により

算出した。傾斜度のなかで緩， rl'，急と記載されていたものは緩を10度，中を25度， fう、を40度として

計算した。

なお，資料をまとめるうえに便宜九被害程度を3階級にわけ，枯損率80%以上のものを被害強度

40~70%のものを中篇. 309長以下のものを弱度とした。

このほか，地域，今度，およひ市計種別の被害率は植栽本数で被害本数を割ったものである。
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察考と果結

性

各林務事務所ごとに被害本数をまとめると第 l図のようになる。営林署および水i時、林事務所の被害

は最寄りの林務事務所にいれた。

域地

全体の被害件数は 850円であり，その木数は 170

万本におよんだ。ただし， 10%以下の被害がふくま

れないので実際にはこれを上まわる。樹種別の被害

ヒノキは 100万本をこえてお本数はスギが 60万木，

り，スギよりヒノキのほうがおおかった。場Ffrごと

にスギとヒノキをあわせた被害本数をみると塩山が

もっともおおく 50万木をうわまわり，甲府は 40万

なお，韮木，大月，鰍i尺はほぼ 30万本であった。

崎，吉田は10万本に達しなかった。

つぎに最近 5カ年の被害率を地域，間種および林
tpt ，，~内零
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令別に求めると第 l去のとおりである。

団 1~:5ゴ二60
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ヒノキの地域別にみたスギ，

被害状況

第 1図

場所，樹種および年度別の被害率第 1表
第 1表のなかで韮崎と吉聞は標高がたかL、とこ

蕩~ìi<'F-_I!f: [1附 I'57 ヒノキの造林はあまりおこなわれていろでユギ，
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韮崎 1 0 1 

巾 府 1 0 1 

塩 山 1 0 1 

大 月 1 0 I 
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スない。そこでここでは第 1図の年較栄からもわか

るように，県下でも内限的な甲府主主地にある宇山

と甲府，それに対して海洋的な気伎をおびる鰍沢

と大月についてみた。この表から地域別に被害率

をみると海洋的なところにくらべ，内際的なとこ

ろのほうが，はるかにたかし、被害本をしめしてい

LlリU三土2 2 
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ることがよみとれた。

メ入
υ 林2 

ヒノキとも林令第 l表でもわかるようにスギ，

の若いほうが被宮率がたかし、ょうである。ただ，

2年生でもたかし、被内陸的なところは林令が 1，

害率をしめしているが，海洋的なところは当年

主Tこ2人3年生では栢当に美がみられる。生と 2，

ギにくらべヒノキのほうが，わずかではあるが林

かくなっても被害がみられる傾向がしめされた。

まず方位について樹種および被害得度別に('1数を図示すると第2図のようになる。

地

令がた

ムL3 



44ー

λ ギ，ヒノキともほとんど同じ

傾向をしめL，T有偏斜面lにくらべ

北{南斜面のほうがはるかに被害件 スず

数がおおい。持!種ごとに南偏斜面

の件数を 100として比率を求める

とつぎのようになる。

弱度中庸強度

λ ギ 230 480 690 

ヒノキ 220 330 1，050 

宇土t開Jt

/-231h 

キ関援;yj

紋主十串 被害72度

被害程度が強度になるにつれ北

偏斜而!と南儒斜面の差がはっきり

してくる。

第 21司被害程度および方位~IJにみたスギ，ヒノキ

の被害件数

ちなみに県ドの:Jj位別の比率をあげるとつぎのとおりである5)。

方位 N 

比本(%) 39 

E 

44 

S 

43 

w 

33 

これからわかるように北Tfliより南面のほうが而積が広いので，かりに北偏斜面とl南if南斜一而に同じ比率

でスギ，ヒノキを植栽したとしても，さきに述べた北{而斜耐と南儒斜而では被'古件数に大差があった

ものといえよう。

標高ではスギーヒノキとも被害弱度のところでは 700mぐらし、から，強度のところでは卯Omから

被害件数がおおくなるようだ。 しかし，一般にスギは 1，200m，ヒノキはし 300mまでが造林の対照

地とされているが，標高がたかくなるほど造林地の比率がひくくなるため，いちがし、に結論づけるの

は危険である。

また，傾斜度でも緩斜地より急斜地のほうが被'占件数のおおい傾向がみられたが，県下の平均傾斜

度が28度であるのことなどからみても結果を論じるには不充分であるロ

つぎに被*ヵ所のなかから当年生のものでスギは 3，0日日本以上，ヒノキは 5，0日日本以上被害のみら

れたところをひろいあげるとスギは23/，(，ヒノキは44点であった。

これらを標高と杭領率について回帰式を求めると，二スギは y(標高)=592.4十5.9x(枯損率)，ヒノ

キは y=899，0十1.5xとそれぞれの式がえられた。相関係数はスギが 0.78，ヒノキは 0.14で，スギ

のみ 1%の有志、水準をもつことがみとめられた。この間帰式から標高が 100mあがるごとにスギは18

%，ヒノキは67%枯損率がたかまることがしめされた。なお，スギの回帰式の95%の信頼限界は空8m

である。

また，とノキについては，はっきり断定できないが，スギはこの間帰式から，枯J損率が 0%の1段高

は 592m，100 %のときは 1180mであったことがしめされてし、る。

さらに前と同様に当年4のものでスギは 2000木以1:，ヒノキは 3000木以上被'ぎのあったところを
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ピックアップ L，}，!，{、数をふやすとスギは63点，ヒノキは73点になる。これらをもらい標1苛，傾斜度，

推定気温の 3頃目についてλギ，ヒノキ別に相関係数を求めるとつぎのようになる。

標高 傾斜度 推定気温

スギ

ヒノキ

0.56 

0.03 

0.05 

0.04 

0.11 

-0.11 

スギは標高と枯損率との相関係数 0.56がヒノキにくらべきわめてたかし 1%の有志、性をしめし

た。傾斜度および推定気視ではエギ，ヒノキとも相関{!lに差はないが，ヒノキについては標高，傾斜

度にくらべれば推定気温のほうが相関性はたかくなっている。

そこで， 19ω年度に植栽したもので3000木以上被害のみられたスギについて枯損率と標高から回帰

式を求めると y=670.4十3むの式がえられた。この凶帰式によれば標高が 100mたかくなるごとに

杭領率が26%たかまることがしめされた。また，枯損率 0%の際高は 670m，100%のときは 1，060m

となる。従って前に求めた回帰式とも併察すると，月ギの被害は標高 600--700111から被害があらわ

れ.1， 100mをこすと激害をうけたことが考えられる。

さらにスギの桔m率，標高，方位について相関解析図のをつくってみると第3閃のようになる。

*"ミ干tわ

4 ，~ s.~ l~.~ I~o' 相

校.t( m  

第 3 I司 スギについての標高，方位と

枯損本との相関

第3閃からわかるように同じi京高，たとえば 800mの場合，北京面では完全に枯れ，北i耐占損率はヲ口

%であり，北丙面が枯損;.fZ80%でこれにつぎ，南偏斜面はtliれたものがすくないことがしめされたO
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